
VOL. 21 NO. a CHEMOT HERAPY 1805

Amoxycillinの 皮 膚科 領域 で の使 用経 験

朝田康夫 ・池上隆彦

関西医科大学皮膚科学教室

は じ め に

Amoxycillin(α-amino-p-hydroxybenzyl penlici-

llin)は,Aminobenzyl-penicillin類 似 新 抗 生 物 質 と

して英 国Beecham社 研 究 所 に よ り開発 され た新 しい半

合成 ペ ニ シ リン剤 で あ る1,2)。In vitroで の 抗 菌 ス ペ ク

トル もAminlobenzyl-penicillin(Ampicillin)に 類 似

す る もの で あ るが,内 服 な い し皮下 注 射 に よ りAmpi-

cillinに 比 して血 中 濃 度 が高 い こ とが 証 明 され,グ ラム

陽性 お よ び陰 性 菌 に よ る感 染 症 にお い て,Ampicillinよ

りす ぐれ た臨 床 効 果 が期 待 され る も ので あ る。

今 回本 剤 を膿 皮 症 に 使用 す る機 会 が あつ た の で,以 下

に報 告 す る も ので あ る。

対 象疾 患:伝 染 性膿 痂 疹1,癰6,〓 腫 症1,〓 疽2,

2次 感染 性 粉 瘤1の 計11例 を対 象 と した。

投 与 法:Amoxycillin capsule(1カ プ セ ル 中250mg

を 含 有)を 経 口的 に 投 与 した 。量 は成 人 では1日1.Ogを

毎食 後30分 お よび 就 寝 前 の4回 に分 服 させ た 。 伝 染 性 膿

痂 疹 の幼 児例 で は125mgカ プ セ ル で 同様 の4回 分 服 法

に よ り1日500mgを 使 用 した。

効 果判 定:内 服 後3～4日 後,お よび6～7日 後 に 他

覚 的 所 見 の改 善 度,自 覚 症 の 軽減 度 を 目標 と して 効 果 の

判定 を行 な い,最 終 判 定 は6～7日 後 の場 合 を 参 考 と し

た。,

著 効 … 内 服 後3～4日 で 著 明 な 自他 覚 所 見 の好 転

な い し治 癒 のみ られ た もの 。

有 効 … 内服 後6～7日 で 自他 覚症 状 の好 転 な い し

治 癒 の み られ た もの。

無 効 …7日 以 上 内 服 して も症 状 の好 転 が み られ な

い もの,あ る いは 症 状 の か え つ て 増 悪 す る もの。

臨 床 治療 効果:

11例 全例 の臨 床 効 果 はTable 1に 症 例 ご とに掲 げ た 。

6例 の 〓 につ い てみ る と第1例 の 〓 で は 使用 後3日 後

に 潮 紅,腫 脹 は減 少 し始 め 疼 痛 も軽 減 して きた。 さ らに

継 続 して7日 後 にほ と ん ど完 治 とな つ た。 この発 効 の模

様 はABPCと 大 差 な い よ うに 見 うけ られ た 。

第2例 も内 服3日 後 か ら好 転 を 示 し6日 で ほ とん ど治

癒 し,第3例 は4日 後 か ら 自他 覚 所 見 の好 転 が 始 ま り7

日で治 癒,第4例 は 内服2日 後 に して 好 転 が 始 ま り4日

後にほ とん ど治癒す るとい う具合に著効を示 した。 第5

例は2日 後に 自覚症だけ好転 したが他覚所見はあま り変

化 を示 さず,7日 後になつて他覚所見の著明な好転 がみ

られ,第6例 は7日 後 もなお症状は好転を示 さず9日 後

に別 の抗生物質(セ フ ァロスポ リン系)に 変更 して効果

をみた例 である。す なわ ち,わ れわれの効果判定判準に

よる と癰6例 中5例 に有効～著効(83%)を 示 した。

〓腫症 の1例 については 内服後3日 ではなお著変を示

さず,内 服7日 頃か ら自他覚所見 の好転がみ られ9日 後

には明 らかに好転軽快 した。 また新 しく〓 の発生 もみ ら

れな くなつた。

凛疽2例 では第8症 例 では14日 間継続使用 したが,7

日後では症状は好転せず さらに増強す る傾向を示 し10日

頃になつて次第に排膿 が起 こ り少 しずつ 自然に好転 した

が,い ちお う無効 と判定 した。第9症 例 では使用5日 後

には症状は著明に好転 し疼痛 もほ とん ど消失 し9日 後に

は他覚的に略治の状態 となつた。

2次 感染性粉瘤では4日 後に腫脹は著 明に軽快 し潮紅

も消失 して内服5日 で略治 となつた。

伝染性膿痂疹は1例 だけであるが第11症 例 のよ うに4

日後に 各病巣は乾燥 し始め新疹 の発生 も中止 され7日 後

に完治 した。外用に抗生物質は使用 していない。

以上の11例 の膿皮症の うち,著 効2,有 効7,無 効2

とな り有効率は11例 中9例(82%)と なる。

副作用は全例において認め られなかつた。

細菌学的観察については11例 中3例 だけにデ ィス ク法

に よる感受性検査を行ない得た。

す なわ ち第3症 例,第5症 例,第8症 例 の3例 から表皮

ブ菌,黄色 ブ菌,黄 色 ブ菌をそれぞれ分離 した。 その うち

1例 だけ(第3症 例)AmoxycillinとABPCと の感

受性比較を行ない得たが,そ の結果 は寒天希釈法に おけ

るMIC測 定 でAmoxycillin 0.78mcg/ml,ABPC

0.19mcg/mlで あつた。他の2株 ではAmoxycillinの

MICを 測定 し得 なかつたが,第5症 例の黄 色 ブ菌 では

PCG(+++),MCI(+++),EM(-),TC(+++),CP(+++),

KM(+++)で あ り,第8症 例の黄色 ブ菌ではPCG(+++),

MCI(+++),ABPC(+++),EM(+),TC(+++),CP(+++),

KM(+++)で あつた(い ずれ もデ ィス ク法)。
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ま と め

以上,皮 膚科領域における膿 皮症 に対 して, Amoxy-

cillinを 使用 した成績につき報告 した。本剤は,ブ ドウ

球菌に よる皮膚軟部感染症11例 に対 してみるべき効果 を

示 し,臨 床的応用に充分価値あ るもの と認められた。効

果発現の場合は内服3～4日 くらいで症状の好転が生 じ

る場合が多い。

副作用 として一般に いわれ てい る胃腸障害,発 疹な ど

は11例 の使用 では全例 にみられ なかつた。
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YASUO ASADA 

Department of Dermatology, Kansai Medical School

The results of amoxycillin therapy in the eleven cases of various pyodermas, i. e., 6 cases of furun-

cle, 1 case of furunculosis, 2 cases of panaritium, 1 case of infected atheroma and 1 case of impetigo 

contagiosum, were reported. 

Amoxycillin was administered orally at dosis of 1. 0 g per day with divided method (each 250 mg, four 

times a day). 

The clinical effects of amoxycillin have been classified into three categories : 

excellent•cremarkable effect within 3•`4 days 

good good•c effect within 6•`7 days 

no effect•c no effect after 7 days administration 

The results of all 11 cases treated with amoxycillin were as follows : 

Two cases were excellent, 7 cases were good and 2 cases were failure In the excellent group and the 

good group, the effect of amoxycillin was observed on the third or fourth day of the administration. 

No remarkable side effects were observed in all 11 cases.


